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1. 太陽光発電の世界潮流（2000～2040年）

実 績

2000年代
54.5%/年成長

導
入

量
（

G
W

D
C
/年

）

初期市場 成長市場

1GW

展 望
市場誘導技術開発誘導

基幹電源/エネルギー市場

2010年代
30.0%/年成長

普及政策誘導

10GW
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100GW

1,349.2GWDC（5%/年）

2022年累積 1TWに成長

100

500

2025年

10%/年25%/年 20%/年
15%/年

PV技術の進展
+

支援政策

経済合理性
IT、AI、電力貯蔵など

先端技術の投入
脱炭素化政策

パリ協定
金融業界からの投資拡大
メガソーラー建設の活発化

エネルギーの大転換

★

基幹電源化への展開

最安価電源
エネルギーセキュリティ

産業政策

サプライチェーン再構築
需要家群からの採用加速

技術イノベーション

基幹エネルギー化への展開

電力貯蔵との融合
最安価安定電源

GX追求政策

電源の脱炭素化
熱利用分野の電化
運輸分野の電動化

1,200

2025年
649GW（速報値）2020年代前半

33.7%/年成長

2

2011年

2011年
72.3GW 



2. 太陽光発電の導入拡大を進める主要国

3出典：「Trends in Photovoltaic Applications 2025」（2025年10月）国際エネルギー機関・太陽光発電システム研究協力プログラム（IEA PVPS）

世界
順位

年間導入量 累積導入量

2011年 2015年 2020年 2024年 2011年 2024年

1位 イタリア
9.5

（13.5）
中国

15.2

（30.0）
中国

48.2

（33.2）
中国

357.3

（59.5）
ドイツ

25.9

（35.8）
中国

1,049

（46.4）

2位 ドイツ
7.9

（10.1）
日本

10.8

（21.3）
米国

19.3

（13.3）
米国

47.1

（7.8）
イタリア

13.1

（18.1）
米国

225

（10.0）

3位 中国
2.7

（3.7）
米国

7.5

（14.8）
日本

8.7

（6.0）
インド

31.9

（5.3）
スペイン

5.1

（7.1）
インド

125

（5.5）

4位 フランス
2.1

（2.9）
インド

2.2

（4.3）
ドイツ

4.9

（3.4）
パキスタン

18.0

（3.0）
日本

4.9

（6.8）
ドイツ

100

（4.4）

5位 米国
1.9

（2.6）
ドイツ

1.3

（2.6）
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

4.7

（3.2）
ドイツ

17.2

（2.9）
米国

3.9

（5.4）
日本

97.2

（4.3）

6位 日本
1.3

（1.8）
韓国

1.1

（2.2）
韓国

4.7

（3.2）
ブラジル

14.3

（2.4）
フランス

3.6

（5.0）
ブラジル

52.1

（2.3）

7位 ベルギー
1.1

（1.5）
フランス

1.1

（2.2）
インド

4.4

（3.0）
スペイン

8.7

（1.4）
中国

3.5

（4.8）
スペイン

48.4

（2.1）

8位 イギリス
0.90

（1.2）
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

1.0

（2.0）
スペイン

4.2

（2.9）
イタリア

6.7

（1.1）
ペルギー

2.2

（3.0）
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

39.8

（1.8）

9位 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
0.81

（1.1）
カナダ

0.7

（1.4）
ブラジル

3.8

（2.6）
フランス

6.0

（1.0）
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

1.4

（1.9）
イタリア

37.0

（1.6）

10位 スペイン
0.49

（0.6）
オランダ

0.5

（1.0）
オランダ

3.5

（2.4）
日本

5.6

（0.9）
イギリス

1.0

（1.4）
韓国

30.7

（1.4）

全体
（累積）

世界
31.7

（72.3）
世界

50.8

（231）
世界

145

（774）
世界

601

（2,260）
世界 72.3 世界 2,260

（単位：GWDC）



3. 太陽光発電の進化（PV0.0⇒PV5.0）

年代 発展段階 利用形態 発展・進化要因

技術確立と
コストダウンの実現

PV0.0 ⇒ PV2.0

PV0.0 特殊電源
↓

PV1.0 独立電源
↓

PV2.0 系統連系電源

• 灯台等、特殊電源でスタート

• 独立電源を経て系統に接続
する電源として電力供給の利
用展開

• 太陽電池製造技術

• 系統連系技術

• 太陽光発電システム利用技術

• 太陽光発電システムのコストダウン

• FIT制度

経済性の確立と
各種制約への対応

PV3.0

自家消費電源

【主力電源化進展】

ストレージパリティ

• 住宅、産業・公共施設、物
流・情報施設などを中心に、
需給一体型自家消費電源
として電力供給

• 脱炭素化を先導

• 住宅・建物屋根設置の本格化

• 蓄電池、エコキュートの活用

• 揚水発電の活用

• 系統への受入量拡大

• 農地・水上の利用

• アグリゲーション（VPP）の本格活用

• PPAモデル

各種制約への克服

PV4.0

基幹電源

【主力電源の主軸】

発電パリティ

• 「自家消費用」および「発電
事業用」として、民生、業務、
産業、発電事業に対応でき
る主軸の主力電源として電
力供給

• 電力貯蔵技術との一体化
（24/7の実現）

• 大容量蓄電システム&EVの活用（系統側、地域対応、産業用）

• 太陽光発電の調整電源化

• 系統支援パワコン

• 水上・農地（耕作放棄地&営農地）の本格活用

• 道路・鉄道用地&国有地の活用

• マイクログリッドの本格化

• 軽量・フレキシブル・高効率太陽電池

“電源”から”
エネルギー”へ

PV5.0

基幹エネルギー源

• 3E＋Sに適合した電源に止
まることなく、技術融合により
熱利用の電化、運輸分野の
電動化にも対応し、一次エ
ネルギーとして運用

• 水素製造電源＆水素の本格活用

• 洋上（内海）の利用

• 熱利用分野での電力転換への加速

• 電動車への電力供給の本格化

• 変換効率30%超の超高効率太陽電池

2020年代

1970～
2010年代
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2030年代

2040年代



4. 太陽光発電導入国家体制の進展
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住宅用太陽光発電余
剰電力倍額買取制度

「エネルギー高度化法」
2009年

経済産業省

FIT制度

「FIT法」
2012年

経済産業省

地球温暖化対策計画、
再エネ交付金、脱炭素

先行地域

地球温暖化対策推進法

環境省 24.2GW

第6次エネルギー基本
計画、グリーン成長戦
略、グリーンイノベーショ
ン基金、FIT/FIP制度

エネルギー供給強靱化法

経済産業省 31.8GW

みどりの食料システム
戦略

農山漁村再生可能
エネルギー法

農林水産省 策定中

環境行動計画（策定
中）、国土交通グリー
ンチャレンジ、新たな住
生活基本計画

建築物省エネ法

国土交通省 5.8GW

GX実現基本方針
GX推進法

GX脱炭素電源法
GX推進戦略
GX投資戦略

岸田政権

地球温暖化対策計画、再エネ最大限導入加速、
脱炭素先行地域拡大、自治体支援強化

地球温暖化対策推進法の改正

環境省

第7次エネルギー基本計画、FIT/FIP制度の充実
次世代太陽電池支援強化

改正省エネルギー法、再エネ促進法改正、
電事法改正等普及環境整備の強化

経済産業省

みどりの食料システム戦略、
望ましい営農型太陽光発電の導入促進

農山漁村再生可能エネルギー法基本方針の改正

農林水産省

環境行動計画、省エネ基準適合義務化、
公共インフラ施設への導入拡大

建築物省エネ法およびインフラ施設関連法改正

国土交通省

文教施設のZEB化推進

文部科学省

再エネ導入目標量設定、ポジティブゾーニング、公
共施設・公有地導入加速、導入義務化

自治体

起債を通じた自治体への太陽光発電導入支援

総務省

第3次エネ基
2010年6月

経済産業省
第4次エネ基
2014年4月

経済産業省

第5次エネ基
2018年7月

2050年カーボン
ニュートラル

2020年10月

菅政権

2030年温室効
果ガス46%削減

2021年4月

ロシアによる
ウクライナ侵攻

2022年

世界

脱炭素化の加速

エネルギー安定
供給の確保

【2023年以降】【2021～2022年】【～2020年】

再エネタスクフォース

内閣府

GX2040ビジョンの実現
メガソーラー対策パッケージ

石破政権＆高市政権



5. 太陽光発電をめぐる新たな普及環境

6

経
済
合
理
性
の
追
求
（
安
価
）

第1期導入展開期
2010年～2024年

＜再エネ型経済社会の形成＞

量の追求

社
会
受
容
性
の
追
求
（
安
全
・
安
心
・
安
価
）

第2期導入展開期
2025年～2040年

＜脱炭素社会の形成＞

エネルギー安定供給の追求
（量と質の追求）

FIT市場

全量売電

導入量の拡大

導入価格の低下

市場形成

自立市場 

全量売電＋自家消費混在

導入量の加速

PPA方式の浸透

新市場創出

地域共生による地域発展

蓄電池との融合

国民負担による導入拡大 電力需要家群による導入拡大



6. 2040年の電源構成と太陽光発電の位置付け

7

全発電電力量 1.1～1.2兆kWh

太陽光発電 23～29%

風力 4～8%

水力 8～10%

地熱 1～2%

バイオマス 5～6%

原子力 20%

火力（LNG＋石炭＋石油） 30～40%

発電量
2,530～3,480億kWh

太陽光発電は2040年
わが国のトップ電源

発電容量
203～280GWAC相当

※ 第6次エネルギー基本計画で採用された
容量に基づく発電量から換算



7. 太陽光発電市場別導入量予測
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市場

2024年
導入量

年間導入量予測値

2030年度 2035年度 2040年度

実績値
現状成長

ケース
導入加速

ケース
現状成長

ケース
導入加速

ケース
現状成長

ケース
導入加速

ケース

建物
市場

住宅 0.9 2.1 3.1 2.7 3.5 2.6 3.6

公共・インフラ施設 0.8 1.4 1.6 1.8 2.3 2.0 3.1

民間施設 1.0 1.7 2.4 1.6 3.3 2.1 4.5

非建物
市場

地上設置型 1.0 0.8 0.9 0.9 1.3 1.0 2.0

農地活用型 0.3 1.1 2.1 1.6 4.0 2.0 5.0

水上設置型 0.0 0.0 0.1 0.1 0.7 0.4 2.0

計 4.0 7.1 10.1 8.6 15.1 10.2 20.3

累積導入量計 77.0 111 121 151 186 199 277

出典：㈱資源総合システム「日本の太陽光発電導入量予測（2025-2040年）」（2026年1月）

※現状成長ケース：「第7次エネルギー基本計画」で示された電源構成における2040年度発電量比率23%の実現

※導入加速ケース：「第7次エネルギー基本計画」で示された電源構成における2040年度発電量比率29%の実現

（単位：GWAC）

＜導入加速ケース＞＜現状成長ケース＞

年
間

導
入

量
（

G
W

A
C
）

年
間

導
入

量
（

G
W

A
C
）

累
積

導
入

量
（

G
W

A
C
）

累
積

導
入

量
（

G
W

A
C
）



8. 太陽光発電産業の発展（3本の軸）
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次世代太陽光発電
産業像

電力サービスの追求軸：

3000億kWh安定供給

導入の追求軸：
既存＆新市場の展開強化

保守・管理の追求軸：
既設分及び新設分の長期安定稼働

• 太陽光発電電力サービス事業者群の形成
• アグリゲーション（VPPを含む）事業の浸透
•マイクログリッド事業形成
• 自己託送＆オフサイト託送の事業形成
• 再エネ電力プラットフォーム事業形成
• 環境価値取引市場の定着と活発化

• 蓄電池を含めたコストダウン
• 太陽光発電システムの高性能化・
高機能化への技術開発と技術融合
• 需給一体型市場、発電事業用市場、
新市場開拓によるバランスの取れた市場形成
•調達に対する安定供給体制の確立
• 系統制約及び立地制約の解消に向けた政策的対応
• 利活用産業との連携強化

• 適正O&Mの確立とO&Mプレーヤー
群の形成
• リパワリング技術の向上

• 太陽光発電所売買&集約
• 太陽光発電所の再生・再構築
• リサイクル・廃棄体系の確立

これからの創生・新興分野

本格的成長分野
これまでの延長＆高度化・開拓分野

GX2040を支える中核産業に

これまでの太陽光発電産業

“頼る”から“頼られる”
エネルギー産業へ
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